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はじめに 

 家庭教育は、すべての教育の出発点であり、子供の基本的な生活習慣や豊かな情操、

自立心の育成、心身の調和のとれた発達を図る上で、重要な役割を担うものです。 

 一方で、ひとり親家庭の増加や地域のつながりの希薄化など、家庭を取り巻く環境の

変化とともに、児童虐待や不登校など、子供の育ちをめぐる課題が懸念されています。

こうした中、保護者が安心して家庭教育を行うために、家庭教育支援の重要性は一層高

まっています。 

 このため、文部科学省では、地域における子育て経験者や元教員など多様な人材によ

る「家庭教育支援チーム」の組織化の推進など、地域の実情に応じた家庭教育支援の取

組を支援しています。 

 本冊子は、令和３年度「家庭教育支援チーム」の活動の推進に係る文部科学大臣表彰

において表彰された、全国の「家庭教育支援チーム」３１団体の活動を取りまとめたも

のです。 

 各チームにおける地域の課題解決に向けた取組や、効果的な支援のための連携、工夫

などが盛り込まれた具体的な実践事例集となっています。 

 今後、広く全国の様々な地域において、家庭教育支援の取組を更に充実していくため

の御参考として活用いただければ幸いです。 

文部科学省総合教育政策局 

地域学習推進課家庭教育支援室 



1 北海道 岩見沢市
いわみざわし 家庭教育なんでも相談「さぁ来る」 2

2 青森県 上北郡横浜町
かみきたぐんよこはままち 横浜町家庭教育支援チーム(子育て応援推進委員会) 4

3 岩手県 宮古市
みやこし 特定非営利活動法人　ふれあいステーション・あい 6

4 秋田県 能代市
のしろし 能代市家庭教育支援チーム「あそびのひろば・ぱれっと」 8

5 山形県 新庄市
しんじょうし 家庭教育応援・ボランティア活動団体　アベルんち 10

6 福島県 耶麻郡西会津町
やまぐんにしあいづまち 家庭教育相談室「こころのオアシス」 12

7 茨城県 猿島郡五霞町
さしまぐんごかまち 五霞町家庭教育支援チーム 14

8 栃木県 真岡市、
もおかし、

芳賀郡
はがぐん

（益子町
ましこまち

、茂木町
もてぎまち

、

市貝町
いちかいまち

、芳賀町
はがまち

）、那須郡那珂川町
なすぐんなかがわまち

県東親育ちスマイルネット 16

9 群馬県 安中市
あんなかし 安中市家庭教育支援チーム「ビーイング」 18

10 埼玉県 羽生市
はにゅうし NPO法人　羽生子育てサポートキャロット 20

11 千葉県 印旛郡栄町
いんばぐんさかえまち 栄町家庭教育支援チーム 22

12 新潟県 十日町市
とおかまちし 十日町市家庭教育支援チーム｢なかよしランド｣ 24

13 石川県 野々市市
ののいちし 野々市市家庭教育サポーター 26

14 福井県 越前市
えちぜんし オレンジサポーターズ 28

15 岐阜県 海津市
かいづし 海津市家庭教育推進協議会 30

16 愛知県 知多郡武豊町
ちたぐんたけとよちょう 特定非営利活動法人 Smiley Dream 32

17 滋賀県 湖南市
こなんし 三雲小学校家庭教育支援チーム 34

18 京都府 相楽郡笠置町
そうらくぐんかさぎちょう 笠置地域学校協働本部　家庭教育支援チーム（ほっとサロン） 36

19 大阪府 寝屋川市
ねやがわし 寝屋川市家庭教育サポートチーム 38

20 奈良県 北葛城郡広陵町
きたかつらぎぐんこうりょうちょう 特定非営利活動法人　家族・子育てを応援する会 40

21 和歌山県 橋本市
はしもとし 橋本市家庭教育支援チーム　ヘスティア 42

22 鳥取県 米子市
よなごし 米子市家庭教育支援チームとことこ・タムタム 44

23 岡山県 都窪郡早島町
つくぼぐんはやしまちょう 家庭教育支援チーム「すくすくハート」 46

24 広島県 呉市
くれし 呉市教育会 48

25 山口県 ⾧門市
ながとし ふぁみ 50

26 香川県 丸亀市
まるがめし 認定特定非営利活動法人　さぬきっずコムシアター 52

27 愛媛県 宇和島市
うわじまし 宇和島市家庭教育支援チーム 54

28 佐賀県 唐津市
からつし 特定非営利活動法人　唐津市子育て支援情報センター 56

29 大分県 由布市
ゆふし はさま未来クラブ 58

30 宮崎県 児湯郡都農町
こゆぐんつのちょう 都農町家庭教育応援団「さん・さん」 60

31 沖縄県 名護市
なごし 名護市家庭教育支援チーム 62
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■活動拠点：青森県横浜町

■活動範囲：町内全域

■活動開始年月：２００９年７月

■チーム構成員：８人（元保育士４人、子育て経験者４人）

■連携機関等：町役場、小学校、児童センター

■活動対象：乳幼児から小学生までの子どもを持つ保護者

その他子育て世帯（中・高校生含む）

■活動場所：横浜町菜の花にこにこセンター

■主な活動内容：おひさまルーム（イベントの開催、相談対応）

個別家庭訪問（アウトリーチ型支援）

青森県横浜町の紹介
人口：４，３２１人 世帯数：２，１０６世帯（令和３年１２月現在）

（保育園２、幼稚園１、小学校１、中学校１）

横浜町は下北半島の付け根に位置する小さな町ですが、５月に咲く菜の花が

有名で、ホタテ養殖や馬鈴薯（ジャガイモ）などの栽培が盛んな町です。国道

沿いにある道の駅よこはま菜の花プラザは下北半島への入り口として、菜の花

の季節には、多くのお客様で賑わいを見せます。

私たち横浜町家庭教育支援チーム（子育て応援

推進委員会）は、２００９年から活動しています。

対象は横浜町の子育て世帯で、幼児期から小学校

までの家庭教育支援、子育て支援を目的としてい

ます。元保育士や子育て経験者を子育て応援推進

委員とし、日常的に保護者の子育てに対するお悩

み相談や幼児と一緒に楽しめる場（おひさまルー

ム）の運営を行っています。その他、年２回、子

育て応援推進委員が小学生のいる全家庭への個別

家庭訪問を実施しています。豆まき会の様子

推薦都道府県：青森県

 
4



■活動の詳細

おひさまルーム…親子が気軽に訪れ、子どもとのふれ合いを楽し

むほか、親子で参加できるイベントを季節毎に

開催しています。平日は、毎日開設し、子育て

応援推進委員が常駐しているため、子育てに関

するお悩み相談も常時受け付けています。

個別家庭訪問…小学生のいる全家庭を対象に年２回実施しています。

子育て応援推進委員が受けた保護者の悩みや相談内

容は、役場関係部局や小学校と情報共有し、予防的･

早期対応型の支援に結びつけています。

おひさまルーム等で子どもが小さい時から面識のあ

る子育て応援推進委員が家庭訪問を行っているため、

保護者からは安心して受け入れられています。

■活動成果と今後の展望

これまで、おひさまルームの運営と個別家庭訪問を主な活動とし

て行ってきました。「おひさまルーム」は、入園前の乳幼児を持つ

保護者が子どもを遊ばせながら、子育て応援推進委員と話したり、

イベントに参加しながら保護者同士の交流を深めたりするなど、子

育ての「息抜きの場」にもなっています。

個別家庭訪問は、家庭訪問の結果を小学校や関係機関と共有し、

連携しながら支援を進めることにより、地域全体で子どもを見守る

体制づくりの一翼を担ってきました。

今後も、子育て応援推進委員の人材確保を行い、事業を継続する

とともに、横浜町の子育て世帯のニーズに合わせた活動を続けてい

きます。

【おひさまルームイベント（例）】

・身長体重測定

・ベビーマッサージ

・こどもの日のお祝い会

・クリスマス会

・豆まき会

・ひなまつり会

・みらいＣａｆｅ など
推進委員による絵本の読み聞かせの様子

保護者からは安心して受け入れられています。
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推薦都道府県：福島県

西会津町家庭教育相談室

「こころのオアシス」

西会津小学校1階にある家庭教育相談室「こころのオアシス」では、子育てや家庭教育に関する悩みなど 

たくさんの保護者の皆様から相談をお受けしております。最近では、休み時間の子どもたちの居場所として 

の活用が増えてきており、令和３年度は４月から現在までのべ２７０名（子ども２２０名、大人５０名）の 

方が、相談や面談（気軽なおしゃべりもＯＫ）の目的でご利用になりました。 

 また、西会津小・中学校はもとより、こども園や子育て支援センター等の関係機関をつなぐハブ的な役割 

も果たしており、地域にとってなくてはならない存在となっています。 

活動拠点を置く市町村 福島県耶麻郡西会津町 活動開始年月 ２０１７年９月

活動範囲 西会津町内全域：人口５，８５９人（２０２１年１１月１日現在） 

構 成 員 ２人（家庭教育コーディネーター１人、家庭教育支援員１人） 

活動形態 ☑保護者への学びの場の提供 ☑地域の居場所づくり ☑訪問型家庭教育支援

☑その他（ 学校生活でつまずきがちな子どもの居場所づくり ）

活動対象 ☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年）  ☑小学生（高学年）

☑中学生 ☑高校生以上 の子どもを持つ保護者に対する活動を実施

活動の目的・趣旨

■ 急激な社会環境の変化に伴い、家庭と地域、親同士のつながりが希薄になっていく中で、子育てに悩む保

護者が不安を抱えたまま孤立しないよう、あらゆる相談に丁寧に応じ関係機関と緊密に連携しながら継続

的に支援する。

■ 家庭の教育力の向上を目指し、子育てに関する講座や親子で楽しめるイベントを通して、保護者目線の学

習機会の提供に取り組む。

■ 仕事で忙しい保護者に対して、就労先の企業を訪問し子育てに関する情報提供や相談室の周知に取り組

む。
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主な活動内容

☆気軽に入れる家庭教育相談室の運営☆

小学校内に設置された家庭教育相談室「こころのオアシス」 において 

“じっくり聞いてしっかりつなげる“をモットーに児童・生徒や保護者、地 

域の方の相談に丁寧に応じ、関係機関と連携しながら相談者の不安解消や 

継続的な支援につなげています。 

☆保護者への学習機会の提供☆

家庭教育講座や小学校見学ツアーを開催し、

保護者への情報提供を行っています。 

☆親子参加型イベントの企画運営☆

親子で楽しめる音楽コンサートや親子フリーマー

ケットを開催しています。

☆企業訪問☆

仕事で忙しい保護者の就労先に出向き、子 

育てに役立つ出前講座の開催や相談室のＰＲ 

を実施しています。 

☆食育活動☆
町と連携して「レシピコンテスト」を 

開催しています。また、家庭における食 

生活習慣の改善に向け、小中学校の養護 

教諭・栄養教諭と定期的に会議を行い、 

子どもたちへの指導をはじめ、保護者の 

方にも町のケーブルテレビや動画サイト 

活動の成果と今後の展望 を活用するなど啓発に努めています。 

■ 悩みや不安を抱えた保護者が立ち寄りやすく地域に根差した親しみやすい相談室として定着しつつあり、

相談室が情報共有の場となることで、関係者同士の連携がより円滑になり、課題解決につながっています。

■ 学校生活でつまずきがちな子どもの居場所としても活用されています。

■ 多くの家庭において笑顔で子育てができるよう、家族に寄り添った支援活動を積極的に行うことで相談者の

課題解決につながり、家庭や地域の教育力の向上に寄与しています。

■ 保護者目線の学習機会の提供や、様々なイベントの企画運営を通して、家庭教育への関心や支援の輪が広ま

る活動に寄与してます。

■ 子どもたちの食生活や生活習慣の改善に向けて、小中学校の養護教諭や栄養教諭と連携をさらに強めます。 
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推薦都道府県:群馬県

地域の中には、様々な要因により学校に行けなくなったり、そのまま進路が決まら
ずひきこもり状態になってしまったりしている方がいるという現実があります。ビー
イングは、このような方々の《外に出ていくきっかけ作りのお手伝い》ができないの
かという思いから、発足したグループです。私たちは、地域にお住いの自力では解決
できない困難を抱えているご本人、ご家族と一緒に、今、何ができるのかを考え、伴
走しながら社会復帰につながるお手伝いをしています。

活動開始年月:２０１５年６月

活動拠点:群馬県安中市
活動範囲:市内全域（人口約5.5万人）、富岡市（２０２１年6月から本格化）

渋川市（２０２０年９月から活動展開）

チームのメンバー:１３人
不登校・ひきこもり担当４人、民生児童委員１人、元主任児童委員１人
元学童クラブ指導員２人、社会福祉士１人、子育て経験者４人）

連携機関等:安中市役所福祉課、子ども課、社会福祉協議会
ひきこもり支援センター、若者サポートセンター、小学校
中学校、高等学校、適応指導教室、発達障害者支援センター等

□ 妊婦とその家族

☑ 乳幼児期 ☑ 小学生 ☑ 中学生 ☑ 高校生以上
の子供を持つ保護者・家庭

☑ その他 （ 市民 ）

□ 幼稚園 □ 保育所 □ 小学校 □ 中学校 □ 高等学校

□ 社会教育施設 □ 福祉施設 □ 保健センター等 □ 企業

☑ 家庭（訪問等） □ オンライン ☑ その他（コミュニティーハウス）
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当事者本人及びその家族に寄
り添い、信頼関係を構築しなが
ら、支援機関の紹介や外出を

促します。

生活に生かせるカウンセリング講
座、講演会、ペアレントトレーニ
ング講座等も行っています。
（市民対象）

ハッピーファーム（農園）での作
業や収穫した野菜を使ってのラン
チづくり、ボランティア活動等を通
して、就学・就労を目標とした支

援を行っていきます。

家族の方を対象に、家族会、
家族セミナー、交流会を企画・
運営し、同じ悩みを抱える複
数家族のつながり深め、情報

提供を促します。

自宅以外の安心・安全な場所
を地域内に確保し、定期的に
提供を行っています。市民にも
広く開放し交流の場とします。
（コミュニティーハウス）

ビーイングの皆さんと話すと元気になり、支えても
らっています。信頼できるスタッフの方々に相談で
きるのは、娘にとっても心強いことと思います。
ボランティアでここまでしてくださるとは!

扉を開けてくれたビーイングに
感謝の気持です。毎朝、送り
出す娘の姿を見て、やっとここ
まで来られたという思いです。

令和3年10月、コミュニティーハウス
とカフェ棟がオープンしました。
カフェ棟は、ひきこもりや不登校の方
々が社会参加に向けて経験を積む場に
するため厨房も設けました。

ハッピーファームでの作業

個別相談

地域の人が地域を支えるこ
とをコンセプトに、３市在住
の地域メンバーが支援にあ
たります。毎月講師を招き、
心理・地域福祉等の勉強
をしています。

◆当事者及びその家族に対して、一人一人に寄り添った
伴走型支援を行い、地域社会における当事者の自己実現を援助。
◆令和2年度の実績･･･家庭訪問117件、居場所の利用114件、

相談111件、電話・メールでの相談1105件

◆今後は、カフェの運営を中心とした就労プログラムにも力を入
れていきたいと考えています。専門・関係機関との連携を図り
ながら、粘り強く支援を続けていきます。
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